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南柏出帆の荘攻に.･4

●■■-t
.薫育】人モ果せた

成怯奄専用菅出帆'小舟へと向かったが'いくぱくもなく塾盃コ謝島等円木古円町)で曙現､
琵LLr耶故の琵姦

野賢喜州... L13r:1!jm

旺載y打の旧白石溌覚書･佐屈折粥は蜘肝家老に等iSのトやつに輔胃している.
.+　毎　廿日

七ツー縛れ同所
(覇別-芸旺)

苑刺放処和印六的罷れ独卜鶴仙川W

机の日付､事故の珪過は一家している.ところがへ一田虎話者軒托判官が東京-相克監事にあてた頑u]では､事故の昇がr二十日Jではなくr十九昔である.･
-十九日小肺へ向ケ出帆.

為敦映発途中点掃討こテ蜜必(枯)同日空ハ宇唄山岸闇黒測度ノ位万朋栄見四月S:辛.WtX柄へ鼓吹付及ぜ崩

発射渠之】ど石こiS瓜帝
上ケ迎鴬比ヲ朱ヒ旨刀手段

雷5七

塚本　誌意

び日竃に向かう.孝和権判官だけでなく､佐藤･林二t膏の三者■p言Oって全員上を毒舌しているにもかか宅丁､合流の段になると<汽かまうyHちとなrてくるのである.
･r佐渡騒外三tG]凡拾八<)(三馬)､曲ltD～<熱山画J

(佐牒)､r例成執丸史=≡百九冶八人｣　(岸.S)といった持合である.摂刊か

ちかの人身rB鼓誉子方tt)乞るむのが一やO'と患った玉葛は'泉沢の丑悪心君近い方最寺島九LJ.果たせるかな同等の遺言議に訳のさつな出発のあること左盟できたの14Jある.

九月廿一日　【芹含教臣昔時開拓班n.+田山了窮Lq土　地克白石　苗東Lr吉幻円でかト拓l旺牧かは分
からないが'死∪日付からみて､伝心.rp故とズさてか.かrbnっていることは晦かtLJ

-クOJ r訳出故凹凱歌三郎
疋々収匿詞田仲JというE

邑J)'この間の事情そ初碧ら.

三者1.毒の思倉9:I醐編者かそつって死U事
故を尾したのは'二者三枝の患者があったからであら.戒速丸空所菅丁るEER亮旺'その罰刀一日虐藩の五色兄い出し在れ含家臣団'運航尺任尋としての完封肩巧三竜の別笛は]鼓したので一のろ.`YLh補作詞仔は光

JJ記立夏は段する手段とし
て､一¢tdL山肌の日をT日吊めたとみるのは'耶名の

tE..<;ILL..･):.I.:"I:叩.･.T■fj茸"T.:..hrLL,..I)り<t'[･

深ま与で争つっか..
票石に打ち埼てら九たま

首丸は､二十五日朝ttモもちこLAt(缶が､しけはます
土孟しくなりr申持折SZ,琵拝外八終二荘心拍広甲莫】　(FJ益)と在っLJ'･甘木人の一義めて太平洋を起ったm･柁皆丸の何故.は変tiずることの大きかった罷!ポ弧.eiの僻代にふ己わしいものだったかも知れない.(札戊白石L8枚掬･娼上巳宏)
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人身事故隠した関係者
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焼尤栄約人放電人モ托故知之焼(め)

去る.この熊同はとこ‥

か垂じたので参つつか.そのカギは陵政のrP.P人モ

モ尽シ披即兆所詮不朋Si.1斉_侵攻紬之･牧Jに争O+こ耶那二郎戊(SZ)

これは控ほの引罪珪者

･提牧人林堅]郎'戊甜九巡航f(村方畔名代･. Ill前門久.qらの刊倍とも､出

合流の人致まちまち定托した成城九の粟有
は'泉だ.!ト時琴南虎に向かい､移旺帝は節二郎と合流してtSiLL丸に娘心'再

栄光の船体

.打ち捨てる

らの<放rE]百一人｣に比べて一-三人の振放である∵
だ紐叩託に際して､年ん

木古内町の大鹿等(上)とja玉城


